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基本構想『主要指標の見込みと計画』について 
 

   平成 18 年 3 月 27 日 事務局 提案 

 

第 8 章 主要指標の見込み 
 

１ 人口・世帯数 
平成17年の国勢調査に基づく人口は49,486人で、５年間の増加率は2.4％と県内の市町の中で

は依然高い水準にあります。全国的には人口減少時代に突入しましたが、野洲市においては、今後

も交通利便性や住環境の優位性を背景に、京都、大阪の通勤圏として、人口が増加すると見込みま

す。このため、平成32年における目標人口を「約59,000人」と設定します。 

また、世帯数については、これまでの傾向や全国的なデータを踏まえ、引き続いて核家族化や単

身世帯の増加するものと考えられ、平成３２年における世帯数は 

「約25,000世帯」を設定します。 

 

■ 人口・世帯員数 実績と計画 

総人口（人） 

  実績人口 

 （推計人口） 
政策人口 計 

世帯数 

（世帯） 

平均世帯

員数 

（人） 

昭和 50 年 32,513 **** 32,513 7,841 4.15 

昭和 55 年 38,144 **** 38,144 9,539 4.00 

昭和 60 年 42,478 **** 42,478 10,920 3.89 

平成２年 43,671 **** 43,671 11,765 3.71 

平成７年 45,865 **** 45,865 13,190 3.48 

平成 12 年 48,326 **** 48,326 15,170 3.19 

平成 17 年 49,703 **** 49,703 16,679 2.98 

平成 32 年 54,000 5,000 59,000 25,000 2.36 

※～平成12年までは国勢調査人口 

※平成17年は、18.1.1実績総人口 （→H17国調データが確定し次第差し替えます。） 

※平成22年以降は、上記をベースにしたコーホート要因法による推計値を基準にした推計人口＋政策

人口 

 

 

 

 



0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

人

昭
和
50
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

平
成
２年

平
成
７年

平
成
12
年

平
成
17
年

平
成
32
年

人口推移・推計（推計＋政策）

実績人口
　（推計人口）

政策人口

 
 

世帯数推移・推計
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２ 年齢構成 

実績 

実績 

計画 

計画 



年齢別人口割合推移・計画
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15歳未満 15歳～64歳 65歳以上

年少人口の割合、生産年齢人口の割合ともに減少の傾向は否めず、少子化・高齢化は進展するも

のと考えられます。しかしながら、開発人口による転入人口を見込んだ結果、高齢化は若干抑えら

れ、平成32年の高齢化率（老年人口比率）を 

22.５％程度と想定します。 

 

  ■年齢別人口 実績と推計          （単位；％） 

年／区分 15 歳未満 15歳～64歳 65 歳以上 

昭和 50 年 24.9% 66.6% 8.5%

昭和 55 年 26.5% 64.7% 8.8%

昭和 60 年 25.0% 65.8% 9.2%

平成 2 年 20.3% 69.1% 10.5%

平成 7 年 17.3% 70.1% 12.7%

平成 12 年 15.7% 69.8% 14.4%

平成 17 年 15.6% 68.2% 16.2%

平成 32 年 14.0％ 63.5％ 22.5%
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３ 産業・生産の見通し 
野洲市の産業を表す指標として、工業製造品出荷額及び農業に係る各指数を見ると、まず、工業

製造品出荷額については、近年までは着実に増加する傾向が見られましたが、主力企業の出荷動向

などにより減少傾向が見られます。なお、経済産業省が行った地域経済のシミュレーション結果に

よると、今後も非常に高い成長が見込まれると予測されていますが、その条件として、設備投資な

ど産業活動の継続的な拡大を促進することが必要とされています。 

 

 ■工業製造品出荷額 

年 
製造品等出荷額 

（万円） 

平成 7 年 52,285,562

平成 10 年 41,379,467

平成 13 年 47,651,375

平成 16 年 36,199,843
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 次に農業は、農家戸数及び経営耕地ともに減少傾向にあり、今後もこの傾向が続くと思われます。 

  

 ■農家戸数                  （単位；戸） 

総 数   販売農家   
年／区分 

  専 業 第１種兼業 第２種兼業

昭和55年 2,950 66 278 2,606

昭和60年 2,790 70 175 2,545

平成 2年 2,500 86 83 2,331

平成 7年 2,199 93 149 1,957

平成12年 1,689 105 102 1,482

平成17年 1,382 118 52 1,212
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■経営耕地面積         （単位；ha） 

年／区分 田 畑 その他 

平成 2年 2277.56 132.26 6.83

平成 7 年 2092.32 121.6 8.46

平成 12年 2024.32 109.54 6.23

平成 17年 1815.86 81.09 5.17

 

 




